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0. はじめに

本稿は朝鮮の文字であるハングルの成立の様相を見ることで，ハングルにひそむ当時の

人の思想と知識を知り，朝鮮の文化を垣間見ようとするものである。

l.ハングル以前の朝鮮半島の文字生活

朝鮮（1）はいわゆる漢字文化圏である。中国と陸続きである朝鮮半島は，比較的早い時期か

ら漢字文化を受け入れ，朝鮮半島に漢の四郡が設置された紀元前2世紀ごろには，すでに

朝鮮半島に漢字文化がもたらされていたものと推測される。

朝鮮半島においてはもともと土着の言語を表記する手段がなかった。したがって，朝鮮

半島に導入された漢字も初めはもっぱら漢文を記すために用いられたと見られる。しかし，

時代が下ると漢字を借りて自らの言語を書き表す方法（借字表記法）が試みられた。

l. 1. 吏読（りとう， りと）

吏読は朝鮮語(2）の語JI慣に従って文が綴られるが，名詞や動詞などの実質的な部分は漢語で

書かれ，助詞などの文法的な部分は漢字表記された朝鮮固有語（3）で書かれた表記法である。

三国時代（ 5世紀半～6世紀頃？）に成立し，その後李氏朝鮮王朝時代に至るまで脈々と

伝えられてきた。「吏読Jの名称は誉主（下級役人）の行政文書といった公文などで、しばし

ば用いられたためであり，吏道，吏吐などとも称される。

1. 2.郷札（きょうさつ）

郷札は古代朝鮮の詩歌である総較を表記するのに主として用いられた表記法である。日

本の万葉仮名（4）に似た性質のものであり，当時の言語をほぼ完全に表記したものと推測され

る。しかしながら，現存する郷歌が25首しかないため，いまだ十分に解読されていなし、。

(1）本稿では，民族総体について，これ以降「朝鮮Jの呼称を用いることにする。

(2）「韓国語Jはまた「朝鮮語Jとも呼ばれる。いずれの名称で呼ばれても，指し示す言語は同ーのも

のである。脚注（1）に従い，本稿では朝鮮半島の言語をこれ以降「朝鮮語」と称することにする。

(3）朝鮮語に古くからある固有の語葉。日本語の和語に相当する。

(4）平仮名・片仮名が成立する以前．日本語は全て漢字によって表記された。その表記法は，古代日

本の歌集である万葉集（8世紀ごろ）において用いられたため「万葉仮名Jと呼ばれる。例えば「し

ほさゐに（しおさいに）Jを「潮左為二Jと表記する。
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1. 3. 口訣（こうけつ． 〈けつ）

漢文を読む際に漢文の途中に挿入する朝鮮語の助詞類。「止j とも呼ばれる。日本におけ

る漢文の送り仮名に相当する。口訣はもともと漢字（正字）を用いていたが，時代が下る

につれて漢字の略体が用いられるようになる。その字形は片仮名に似るものもある。口訣・

片仮名ともに漢文読解の補助として成立したこと，後に漢字の略体が用いられるようにな

ったことなど，その性質が極めて似ており非常に興味深い。

2.ハングルの創製

2. 1. 悶II民正音』の創製と頒布

借字表記法は，いずれも朝鮮語を完全な形で表記す

るには不十分であった。このような中，政治的に安定

し文化的に充実した李氏朝鮮王朝の瑳奈の治世

(1418～1450）において，新たな文字が作られるこ

とになる。世宗は1443年陰暦12月に新文字を完成さ

せ（θ，その文字を1446年陰暦9月上旬に「訴民主普j

の名で断した。それまで漢字を用いて断片的・暗示 Ii令制盛引さ淳！ ！時hi
的に示されてきた朝鮮語は，この奇11民正音の創製によ

り初めてその明確な全体像を現したのである。

この新たな文字の頒布は，文字名と同名の書籍『訓

民正音』を世に送り出す形で行なわれた。この書物は

本編とともに，世宗治勢安藤（6）に集う学者らに命じて

作らせた解説書である「解例」が附されていることかげ図1］訓民正時例本（澗松文庫本）

ら，一般に「解例本」と称される。解例本は全編が漢

文によって書かれている。現存する確かな原刊本は1940年に慶尚北道で発見されたもので

ある（［図1】参照入（7)

ハングルが世宗 1人の手によって作られたのか否かについては，議論の余地がある部分

である。しかしながら，さまざまな歴史的な公文書等の記述を見る限り，ハングルは「親

制（国王自らが制作）」したという記述しかなく，世宗が臣下と共同作業を行なって文字を

作った形跡は見られない。（ω

(5) 『世宗実録』 1443年12月の条に「上，是の月親しく諺文二十八字を制す。（中略）是れ訓民正音
と調う」とし、う記述があることから，当初は「諺文（おんもん）Jと呼ばれていたようである。「諺J

Kは話し言葉のことであり，「諺文Jとは「話し言葉を表す文字j とし、う意味の名称である。

(6）李氏朝鮮初期に設置された学問研究のための官庁。集賢殿という官庁名は高麗時代から見られる

が，高麗末期からは官庁の統廃合などにより有名無実化し廃止されていた。それを 1420年に世宗
が人材の養成のために復活させた。

(7）この本は1962年に韓国国宝70号に指定され， 1997年にユネスコの「世界の記録Jに登録された。

(8）ただそ，世宗が周囲の臣下に対し非公式に諮問したりして意見を聞いたことは十分に考えられる。

また，一部の書籍には，世宗が f解例Jを書いた集賢殿の学者を取りこんで集賢殿内にフラクショ

ン（組織内派閥）を作り，「正音革命派Jなるものを形成したという話があるが，そのような歴史

事実は一切確認されず，「革命J自体が荒唐無稽な作り話と見て差し支えない。
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解例本の構成は以下の通りである。（ ）内は原文に現れない名称である。

（本編）

・（論説序）：世宗による序文。文字創製の理由を説明0

．（制義）：各字母ωの説明と文字の使用法の説明。

解例

・制字解：制字原理の解説，陰陽五行に基づく音の分類と分析。

．初声解：幼芦（

．中声解：市う芦についての説明。

・終声解：総う芦についての説明と終声字の運用法の説明。

－合字解：字母を組み合わせて 1文字を作ることについての説明。

・用字例：用例集。合計94の単語が収録されている。

・（訴麟証序）：鄭麟世による序文。文字創製の背景解説，解例の編纂にたずさわった集

賢殿の学者の名前などが記されている。

このようにハング、ルは，文字を作った理由，原理， E確な年代，製作者の名を知ること

ができる。ほとんどの文字が自然発生的に生まれ，いつ誰がどのようにして作ったのか知

るよしもないが，その点でハングルは世界的に見ても極めてユニークな文字である。

2. 2.ハングル倉l製に反対する勢力

朱子学（儒学の一学派）を国是とし中国に対して事大の礼を取る李氏朝鮮王朝にあって，

民族文字の創製はそのような国家の基盤を危うくするものとして異を唱える臣下もいた。

例えば，集賢殿の在方通らはハングル創製に反対する主議文を世宗に奉じ，次のように訴

えている。

「わが朝鮮は初代国王からこれまで，真心を尽くして大国たる中国に仕え，ひたすら

中華の制度に従ってきました。〔中略〕もし（このハングルが）中国に流出して，（正

しくないと）そしる者がいたら，大国に仕え中華を慕うのに恥ずかしくはありません

か。〔中略〕昔から中国の各地域は風土が異なるとはいえ，方言に基づいて漢字を別途

に作ったためしがありません。モンゴル・西夏・女真・日本・チベットなどだけはそ

れぞ、れ文字を持っていますが，これらはみな未開人の所業であり，言うに足るもので

はありません。J＜原文は漢文）

当時の状況を考えれば，このような考え方が知識人の常識であったはずであろうことは

想像に難くない。だが，世宗はこのような時代的状況の中であえてハング、ルを創製したの

である。

(9）ハング‘ル1文字を構成する個々 のパーツを字母とし、う。原員ljとして 1つの字母は 1つの音を表す。
(10）音節頭に現れる子音を朝鮮語学では伝統的に「初声j，母音（半母音を含む）を「中声j，音節
末に現れる子音を「終声Jと呼ぶ。
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3. ハングルの製字原理と製字思想

3. 1.子音字母の製字原理と製字思想

ハングルの子音字は「象形」の原理に基づき，発音器官を模式化して作られた。まず発普

字ω 「「j，害警字「LJ，樟誉字「口J，歯誉字「Aj，議誉字「OJ を基本字形としてま

ず定め，これに「加画j の原理で他の字を作っている（【表1］参照）。

｛表1］子音字母の加画と異体

五音 象形の原理 基本字形 加画 具体 異

牙音 舌根が喉を閉ざす形 「[k/g] 司[kh] 0 [IJ] 

舌音 舌が上あごに付く形 L[n] 亡［似］ E[th] 2[r/l] 

唇音 口の形 ロ［m] 口［p/b] Ir [ph] 

歯音 歯の形 A[s] 穴［飴／dz］穴［ts可 a［斗

喉音 喉の形 O[fi] 方［？］ 古[h]

このように，子音字母はわずか5つの基本字形を基にして全ての字母が整然と作られて

いる。さらに， 5つの基本字形が発音器官をかたどっているという点が非常に特異である。

「舌根が喉を閉ざす形をかたどるj のような記述を見ると， 15世紀の朝鮮の学者が個々の

言語音をどのようにして出しているのか，きちんと分析し把握していたことが伺える。牙

音・舌音・唇音・歯音・喉音といった子音分類法は，中国音韻学（12）の手法を取り入れたも

のである。司｜｜民正音は中国音韻学の深い理解のもとに，その理論を最大限に活用して作ら

れている。
ごぎょう

子音を 5つに分類するのは，もともと五行説に基づくものである。五行説とは森羅万象

は木・火・土・金・水の 5つの要素から成り立ち，それら 5要素の盛衰によって万物が生

成変化するという考え方である。この考え方に従い，中国音韻学では言語音を五音として

分類した。司ii民正音解例においても，子音を玉音に分類し，併せて五行との関係を以下の

ように説明している。

【表2］子音と五行との関係についての説明

玉音 音の性質 五行 声の様相および五行との関係 時 ヨ乞
日

喉音 深くて潤っている * 
うつろで、通っていて，水が透き通って

長ζ
明るく流れるのに似る

3153 

牙音 かみ合って長い 木
喉音に似るが中味が詰まっており，木

春 角
が水から生じて形があるのに似る

舌音 鋭くて動く 火
揺らめいて揚がり，火が揺らめいて両

夏 f長く揚がるのに似る

歯音 硬くて物を断ち切る 金
細やかで滞り，金が細やかで、鍛錬され

秋 商
てできあがるのに似る

唇音 四角くて合わさる 土
含みがあって広く，土が万物を含んで

季夏
r昌ム『．

広大であるのに似る）

(11）牙音・舌音・唇音・歯音・喉音は玉音といい，もともと中国音韻学における子音の分類である。

(12）漢字の発音に関する中国の伝統的な学聞を中国音韻学という。
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3. 2.母音字母の製字原理と製字思想

母音字母は「・ J[A］，「ーJ[i］，「 lJ [i］の3字母を基本とし，他の字母はこれらを組み

合わせて作った。例えば，「占J[o］は「・ j と「ーJの組合せ，「｜・ J[a］は「 IJと「・ J

の組合せである．「ー， ト，？， ・IJの字形は，現代では「ム， ト， T, i Jのように長短

2つの棒を組み合わせて作られているが，文字創製当初は棒と点の組合せであったo

15世紀の朝鮮語には単母音が 7個ある。解例本では3つの基本となる母音に関し，舌の

様子ーにより「舌縮（舌が縮む）J，「舌小縮（舌がやや縮む）」，「舌不縮（舌が縮まない）」に

分類し，その他の母音については口の開き具合により「百握（口がすぼまる）Jと「口張（口

が開く）」を区分している。

［表3］単母音字

（再生） 品 fjo] . [ju] 
口楚

（初生） 占［o] 〒［u]

(A] [i] I [i] 
《基本字母》

舌縮 舌小縮 舌不縮

（初生） ト［a] ・I [ :> 1 
口張

（再生） I: fja] :I [j:> 1 

3つの基本となる母音字母「・，ー， I Jは，それぞれ天，地，人を表している。この
さんさい

天地人は「三才Jと呼ばれる。中国の世界観では，初めに天が生じ，次に地が生じ，最後

に人が生まれたと考えられている。天は陽であり，地は陰であるので，天を表す「・ j お

よびその同類の「｜・，ーJは楊母音，地を表す「－Jおよびその同類の「・I,....－」は陰母

音とされる（13）。これは陰陽説に基づき，母音を分類しているものである。

このように，ハング、ルは言語理論的には中国音韻学に基づき，思想的には五行・三才・

陰陽といった伝統的な概念を用いて文字が説明されている。五行・三才・陰陽などの概念、

はいずれも朱子学と密接な関係がある。ハング、ルに込められた世界観は，李氏朝鮮の国是

である朱子学そのものと言ってもよい。ハングルは中国音韻学と朱子学を両輪として成り

立っているといえる。

4. ハングルの実用

このようにして人の手によって意図的に作成され世に送り出されたハングルは，その後

さまざまな手段により世に広まっていった。以下に書物として刊行されたもの，人の手で

書写されたものについて，その後の実用の歴史を概観する。

4. l. 出版されたハングル

1446年に『司I／民正音』を頒布し以降，朝鮮王朝はこの新たな文字を活用して積極的な出

(13）これは現代の言語学で母音調和と呼ばれるものである。母音調和とは，ある言語において母音
がいくつかのグ、ループ（多くは2つのグ．ループ）に分類され，同一単語内では同一グ、ル｝プの母音

のみが現れる現象である。 15世紀の朝鮮語にも母音調和が存在し， 2つの母音グ‘ループを陽母音，

陰母音と呼んだのである。
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版事業を行なった。頒布の翌年である1447年には朝鮮王朝を讃える煩歌集『詰始動美談』，

釈迦を讃える煩歌集『芳尚竿託芝菌』，および釈迦の一代記である『棋譜百薪』が刊行され

る。これらのうち，『月印千江之曲』と『釈譜詳節』は金属活字（銅活字）の秀麗な書体に

よりによって印刷された本であり，語学のみならず文学・書誌学的にも貴重な資料である。

15～16世紀の時期には，仏典，詩歌，儒教書，実学書など多様なジャンルの書物が国家

事業として多く刊行された。

4. 2.筆写されたハングル

李氏朝鮮王朝において，支配層の筆記手段は公的な漢字・漢文であった。このことはハ

ング、ルが作られた以降も変わりはなく，ハングルが公式な文書を記録する手段とはなるこ

とはなかった。すなわちハング、ルは仮の文字であるという認識が当初からあり，そのこと

は「文（＝漢文）J，「真書Jに対してハングルを「諺文（14)J，「諺書Jと呼びならわしたこと

に如実に現れている。従って，ハング、ルは支配層の婦女子および下層民衆を中心に浸透し

ていくことになる（15）。このような事情は日本のカナの使用状祝と類似しているということ

ができょう。［図3）は現存する最も初期の筆写本『五台山上院寺重倉lj勧善文』（1464）である。

17世紀ごろにはハング、ルによる小説や日記などの文学作品も多く現れ，それらのあるも

のは刊本として印出され，またあるものは筆写本という形で世に出回った。文学作品とし

てはその他にも，持論と呼ばれる朝鮮の詩歌が知識層によって盛んに作られたが，それら

はハング、ルによって書きとめられた。このようにして筆写されたハングルは独特の書体を

生むこともあった。例えば「宮体j と呼ばれる美しい書体がそれである（｛図4】参照）。こ

のような書体はさらに洗練され，現在のハング、ル書芸へと発展した。

婦女子および下層民衆の実生活においては，手紙などにハング、ルがよく用いられた。い

わゆる議論（ハング、ルによる書簡）と呼ばれるものであり，現在も資料として多く残され

ている。また，庶民層では漢字学習や漢籍講読のための補助としてもハングルが多く用い

られた。このようにしてハングルは李氏朝鮮を通して広く流布していくことになる。

5.ハングルの誕生に関わる疑問点

5. 1.朝鮮語音を反映しないハングル

世宗はなぜ固有の文字を作ろうと考えるに至ったのか。よく言われることは，朝鮮語を

そのまま文字として表記するすべを提供することが目的であったということがある。確か

に解例本の世宗序には，以下のような記述がある。

「わが朝鮮国の語音は中国とは違って漢字と互いに通じないので，漢字の読み書きが

できない民は，言いたいことがあっても，その心うちを書き表すことのできない者が

(14）ここでの「諺jは「俗語Jすなわち朝鮮語を表す。「諺文Jは日本語で慣用的に「オンモンj と
呼ばれるが，これは「諺文Jの朝鮮語読みである「オンムン（坦吾川に由来する。

(15）イザベラ・バードが 19世紀末に旅行した紀行文『朝鮮紀行』に「諺文は軽蔑され，知識階級で
は書きことばとして使用しない。とはいえ，わたしの観察したところでは，漢江沿いに住む下層階
級の男たちの大多数はこの国固有の文字が読めるJ（バード 1998:111)とある。
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多い。私・世宗はこれを憐れに思い，新たに二十八字を作った。人々が簡単に習い，

日々用いるのに便利なようにさせたいだけである。」（原文は漢文〉

しかし，『司｜｜民正音』の解例本をつぶさに見ていくと，短絡的にそのように言うことので

きない，し、くつかの不可解な事実に突き当たる。

まず第 1点目に，ハング、ル字母とその音を示すのに，朝鮮漢字音（16）を用いている点であ

る。もしハングルが一義的に朝鮮語音を示すために作られたのであれば，朝鮮語の単語を

用いて音を示せばよいのに，そのようにはしていない。

2点目に，音を示すのに用いている朝鮮漢字音が，当時の学者が人工的に作り出した「こ

の世のものでなしリ漢字音であった点である。もし漢字音を用いるのであれば，当時実際

に朝鮮語の中で使われていた現実の漢字音を示せばよいであろう。

3点目に，子音字母のうち喉音字「万j[i］は，当時の朝鮮語にない音（正確には「区別

されない音」）を表す文字である。換言すると，この字母は朝鮮語の表記には不要な文字で

ある（17）。その一方で，当時朝鮮語のあった両唇摩擦音の［p］という子音にもかかわらず，

この音を表す字母が・時的に作られておらず，「口Jと「OJの字を合成し「守」という字

によってこの子音を表すというこ度手間な方法を用いている。もしハング、ルが朝鮮語の表

記のためだけに作られたのであれば，朝鮮語にない発音を表す文字を作ったり，逆に朝鮮

語にある発音を表す文字を作らなかったりするのは，明らかに不自然なととである。

【表3）音を示すのに解例本で用いられている漢字とその発音

発音 ハングル 表音用漢字 解例本での漢字音 15世紀の実際の漢字音

u: 軍 自［？tam] 官［t細］

弓
。 業 白［IJ~p] 百［~p]

p 出 瞥 思 [pj~t] 宮 [pj~l]

h 官宝 洪 害［？hog] 喜［hog]

このような不可解な事柄の原因は，結論からいうと，ハングルの文字体系は一義的に朝

鮮語を表記するために朝鮮語音に合わせて作られたのではなく，漢字音を表記するために

漢字音に合わせて作られているのである。では，なぜ朝鮮語音でなく漢字音に焦点を当て

て文字が作られたのか。

5. 2.朱子学とハングルの深い関係

3章で見たように，ハングルの制字原理には朱子学が深く関与している。しかし，ハン

グ、ルと朱子学の関係は制字原理だけには留まらず，ハング‘ルとし、う文字の誕生そのものと

関わっている。朱子学では人間の言語音や音楽の音階が正しく整うことが，すなわち正し

く整った理想政治につながると考えられていた。乱れた言葉の発音を正しい姿に整備する

(16）漢字音とは，漢字が本来もっている発音である。したがって，朝鮮漢字音とは，平たく言えば

朝鮮語における漢字の音読みである。
(17）実際に当時の文献では，ごく一部の特殊な場合を除き，この文字は用いられない。
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ためには，正しい音を示すための文字が必要であった。そして，ここでの「言葉の発音」

とは，朝鮮語音ではなく漢字音を念頭に入れていたようである。朱子学という中国の思想

を国是とし，事大主義をよしとする当時の朝鮮にあって，（文化的な）言葉とはすなわち漢

語であったからである。

当時の学者（学者はすなわち政治家でもあった）

たちは，とりわけ朝鮮漢字音が本来の中国の発音か

らずれていることを知っていて，漢字音を「本来の

正しい発音」に直そうとした。世宗は上疏を提出し

た雀万理に対し「漢字の音の種類を知っているか。

私が韻書（漢字の発音書）の誤りを正さなかったら

誰が正すのか。」と叱っている。このような点から

も，「言語音を正すJというのが「漢字音を正すJ

ことであったのが分かる（18）。

世宗は1443年12月のハングル完成後の1444年2

月に，ハングルを用いた最初の事業として，韻書で

ある『古今韻会挙要』にハング、ルで発音を示す作業

を命じた。この事業は，人工的な漢字音の一覧であ

る『東国正韻』の編纂に引き継がれ1447年9月に完

成する。『東国正韻』で示された人工的な漢字音は，
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［図2］『釈譜詳節第六』（国立中央図

書館所蔵本） 1447年刊行。それぞれ

の漢字のすくや下に書かれたハングル

最初期のほとんど全てのハング、ル文献の漢字音表｜が東国正韻方式の漢字音表記

記に用いられており，世宗がし、かに真剣に漢字音を

ただそうとしたのか，その意気込みを知ることができる（｛図2】参照）。

そして，さらに「司ii民正音Jという文字の名称も考慮する必要がある。「司ii民正音jは「民

を論える正しい音Jの意である。文字の名称であるのに「正しい字Jではなく「正しい音」

と名付けられている。ハング、ルの創製には，朱子学的な立場から音を正し，民を正しい方

向に司iiえ導き，理想政治を実現しようという意図があったのである。

5. 3. ハングルはなぜ1文字1音節か

ハングルは 1字母が 1音を表すいわばアルファベットであるが，西欧のアルファベット

のように横 1列（あるいは縦1列）に並べて書くのではなく， 1音節ごとに字母を集めて

1文字化するのが特徴的である。例えば，［hang田I］という音をハング、ルで表記するとき，

「ぢトし寸－2Jのようには書かず， fせ音Jのように書く。当時東アジアに存在していた

表音文字は，モンゴル文字，パスパ文字，チベット文字など，いずれも字母を線状に並べ

て表記したのに，なぜハングルはそのようなシステムにせず， 1音節 1文字の「2段構えJ

(18）なお，「漢字音を正すJというのは，朝鮮漢字音を当時の中国語音に直すということではない。

中国音韻学では惰唐時代の音が伝統的に正統な音と考えられており，そのような古い中国語音に似

せて朝鮮漢字音を作り変えようとした（古い中国語音をそのまま持ち込もうとしたのではない）の

である。
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ハングル，その成立をさぐる（越議成）

の構造にしたのか。

その理由は，この文字が「正しい漢字音を示すJという朱子学的な目的で作られたこと

に関係がある。漢字は表意文字ではあるが， 1文字が示す音は 1音節である。ハングルで

漢字音を示そうと思ったら，漢字に合わせて 1音節を 1文字で表した方が都合がよい。そ

のために，ハング、ルは字母を線状に並べて書くのではなく，音節ごとにまとめて 1文字に

しているのである（19）。

5. 4. 民が書き表したかったものとは何か

ハング、ルが一義的に漢字音の表記のために作られた文字体系であるとはいえ，それが朝

鮮語を表記するための文字で、あったことは，紛れもない事実である。しかし，中世の朝鮮

人が現代人と同様の豊かな文字生活を送っていたわけではないのだから，中世の朝鮮の一

般民衆が現代人のように日常生活で文字を読み書きすることを念頭にこの文字が作られた

のではないことは，容易に想像がつく。では，世宗序に言われている「民が心うちを書き

表せなしリものとは何か。

1443年12月にハングルが完成した3ヶ月後の1444年2月に，雀万理が世宗に提出した上疏

文の中で，膏吏が獄中調書に用いる吏読に代えてハング、ルを用いることの是非が論じられ

ている。民の読めない漢字を用いて調書が作成されることで菟罪が生じるため，それを防

ぐために調書をハングルで、取って民の発言をそのまま文字化し，民にこの文字を学ばせる

ことでそのような不正調書をなくそうと，世宗は考えたようである。また， 1446年に出版

される解例本の鄭麟祉序でも，吏読の不便さについて論じており，吏読に代えてハングル

を用いることは， 1つの大きな論点で、あったようである。「民が心うちを書き表せなしリと

は，そのような行政上の実用的な目的を念頭に入れていたことがうかがわれる。

6. おわりに

ハング、ルの誕生とその意義を正しく知ろうと思ったら，文献を正しく読み，歴史事実を

丹念に調べ，当時の人々の知的な営み一一一言語的な側面のみならず，東洋思想的な側面も

含めてーーをありのまま見る必要がある。そのように確かな視点で見てはじめて，この文

字の価値を等身大で知ることができるのである。

上に見てきたように，ハンク守ルは当時の知識人が当時の言語音分析の学問である中国音

韻学を駆使し，国是である朱子学の理想、にのっとって作った文字である。それは漢字文化

に深く根差したところに生まれ，そして言うなれば漢字文化を極めた先にできた文字であ

(19）一部の書籍には，このような1文字1音節の「立体的Jなシステムが完成されたアルファベッ

トの姿であり，厨方から伝わったアルファベットは子音文字である上に線状に文字を羅列するので
不完全なシステムであるかのように言うが，このような言説は極めて的外れと言わざるをえない。
ハングルの「立体的J構造が表音システムの発展形として考案されたものでないことは本章の通り
である。また，アルファベットが子音文字であるかのようにも言うが，子音字しか持たないウイグ
ル文字の子音字のいくつかを母音字に転用してモンゴル文字が作られた時点ですでに子音文字で

はないし，チベット文字を基に作られたパスパ文字が子音字と対等な母音字を擁しているという点
で子音文字ではない。さらには，同様に子音字しか持たないフェニキア文字を，ギリシャ人がいく
つかの子音字を母音字として転用してギリシャ文字を作ったのは紀元前である。
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るといってよいであろう。ハングルを作った世宗も，それに反対した臣下も，目指すとこ

ろはおそらく大きく異なるものではなく，ただその表現方法が少々異なっていただけであ

るというのが実態であるのが浮かびあがる。

当時の知を駆使して徴密に作り上げられたハング、ルは，単に文字であるというだけでな

く，その背後にある朝鮮半島の伝統文化をも感じさせてくれる。そのような意味において

も，ハングルは我々をさらに楽しい世界へと導いてくれるといえよう。
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